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特
に
近
年
、
過
労
に
よ
る
自
殺
者
の
数
が
年
間

三
万
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
顧
み

ら
れ
な
か
っ
た
従
業
員
の
精
神
衛
生
の
問
題
が
取

り
ざ
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
厚
生

労
働
省
が
定
め
る
労
災
認
定
基
準
も
緩
和
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
こ
の
動
き
は
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
。 

神
山 

今
は
日
本
経
済
全
体
が
不
景
気
で
す
か

ら
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
は
特
に
大
変
で
す
ね
。
し

か
し
、
頑
張
り
す
ぎ
て
倒
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
私
た

ち
事
業
主
の
責
任
と
さ
れ
る
の
は
や
は
り
防
ぎ
た

い
で
す
。 

宮
下 

経
営
者
も
苦
し
い
時
代
な
の
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
神
山
さ
ん
の
よ
う
な
経
営
者
は
、
従
業

員
の
健
康
状
態
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
よ
う
に

し
、
過
重
労
働
を
防
ぐ
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

 

労
働
安
全
衛
生
法
六
十
五
条
の
三
は
、
事
業
者

が
労
働
者
の
健
康
へ
の
配
慮
と
そ
の
従
事
す
る
作

業
の
適
切
な
管
理
に
努
め
る
も
の
と
定
め
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
従
っ
て
、
一
ヶ
月
当
た
り
の
時
間

外
労
働
を
四
五
時
間
以
内
に
抑
え
る
よ
う
に
す
べ

き
で
す
。
そ
れ
で
も
無
理
な
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
し

よ
う
と
す
る
従
業
員
を
説
得
す
る
こ
と
も
大
事
で

す
。 

 

 

最
近
で
は
、
パ
ー
ト
従
業
員
に
対
し
て
も
健
康

診
断
を
実
施
す
る
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
ま
す
。 

神
山 

Ｓ
さ
ん
は
勤
務
態
度
も
よ
く
、
今
後
も
長

く
続
け
て
も
ら
い
た
い
従
業
員
の
一
人
な
の
で
、

そ
う
い
っ
た
措
置
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

宮
下 

そ
う
で
す
ね
。
最
後
に
、
安
全
配
慮
義
務

の
中
身
に
つ
い
て
具
体
的
に
あ
げ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。 

 

宮
下 

事
業
主
（
使
用
者
）
は
、
従
業
員
に

対
し
て
以
下
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

①
労
働
者
の
危
険
防
止
措
置 

②
労
働
者
の
健
康
障
害
防
止
措
置 

③
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
確
立 

④
機
械
等
及
び
有
害
物
に
関
す
る
規
制 

⑤
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置 

⑥
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
の
た
め
の
措
置 

⑦
安
全
衛
生
計
画
の
作
成 

 

事
業
所
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
安
全
配
慮

義
務
と
い
う
も
の
は
、
従
業
員
に
よ
っ
て
訴

訟
で
損
害
賠
償
を
起
こ
さ
れ
た
り
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
防
衛
策
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
安
全
配
慮
義
務
を
き
ち
ん
と
果
た
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
職
場
環
境
が
向
上
し
、
業
務

が
よ
り
効
率
化
さ
れ
る
と
い
う
プ
ラ
ス
効
果

も
あ
り
ま
す
。
長
い
目
で
見
れ
ば
事
業
所
全

体
の
利
益
に
も
な
る
の
で
す
か
ら
、
神
山
さ

ん
も
経
営
者
と
し
て
こ
の
問
題
を
重
視
さ
れ

る
意
味
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

神
山 
今
後
は
従
業
員
一
人
ひ
と
り
の
状
況

を
も
っ
と
把
握
で
き
る
よ
う
に
、
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Ａ. 不正競争防止法は、事業者間の公正な競争を確保するために、不正な競

争行為（右の「不正競争防止法で規定されている不正競争の例」参照）を防止

する法律です。知的財産法のうち特許法、実用新案法、意匠法、商標法の４つ

を産業財産権法といいますが、不正競争防止法も知的財産法の仲間です。 し

かし、知的財産法であっても、産業財産権法と不正競争防止法とでは保護の方

法が違っています。産業財産権法は特許庁に出願・登録して権利を発生させ、

この権利に基づいて、侵害する者に対し差止めなどを認めるという方法で権利

者を保護しています。 一方、不正競争防止法は権利を登録して保護するので

はなく、行為を規制する法律です。不正な競争行為を行った者に対し差止めを

認めるという方法で事業者を保護しています。登録の必要はありません。 不

正競争防止法では、他人の商標等の不正使用、商品形態の模倣品提供行為や営

業秘密の不正使用などを差止めることができる点で、結果的に産業財産権のよ

うな独占権を与えられているのと同じ効果を発揮することができます。 

〔補足説明〕 

 産業財産権法の保護対象と不正競争防止法の規制行為とは、重なり合う部分が

あります。例えば、よく知られた他人の商標と混同を生じさせる表示を使用する

行為は、不正競争防止法の規制の対象となっており、また、その商標が登録され

ていれば商標法によっても保護されます。 

 商品の形態（形状、模様、色彩）は意匠法で保護されますが、形態を模倣した

商品の販売行為は、不正競争防止法の規制の対象ともなっています。このよう

に、不正競争防止法と産業財産権法は重なり合う部分があるため、訴訟において

は、不正競争防止法と産業財産権法の両者に基づき訴えが提起されることもあり

ます。 

不正競争防止法で規定されている不正競争の例 

１．混同惹起行為 
（他人の周知な表示と同一・類似のもを用い、商品または営     

 業の主体を混同させる行為） 

２．著名表示冒用行為 
（著名な商品等表示と同一／類似のものを自己の商品等の表 

 示として使用する行為） 

３．商品携帯模様模倣品提供行為 
（他人の商品の形態をそのまま模倣した行為(デビットコ 

 ピー)を提供する行為） 

４．営業秘密関係 
（企業内で秘密管理されている情報（営業秘密）を不正に入 

 手して使用等する行為等） 

５．技術的制限手段の解除 

（技術的にプロテクトされている映像、音楽、ゲームなどの 

 コンテンツを、無断でコピーや視聴させることができるよ 

 うにする機器やプログラムを販売する等の行為） 

６．ドメイン名の不正取得 
（図利加害の目的で、他人の商品・役務の表示と同一／類似 

 のドメイン名を取得・保有し、または使用する行為） 

７．誤認惹起行為 
（商品・役務やその広告等に、その原産地、品質、内容等に 

 ついて誤認させるような表示をする行為） 

 

事
業
主
（使
用
者
）が
果
た
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
安
全
配
慮
義
務

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 

 
 

社会保険庁では、6月から10月にかけ

て、現役加入者の従業員の皆様に「ねん

きん特別便」の送付を予定しています。

必ずご回答くださいますよう、従業員の

皆様へご周知の程、よろしくお願い致し

ます。 

ねんきん特別便 

専用ダイヤル ０５７０－０５８－５５５ 

【受付時間】・月～金曜日：午前9時～午後8時まで 

     ・第２土曜日：午前9時～午後5時まで 

「ねんきん特別便」に関するお問い合わせ 


